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研究成果の概要（和文）：デトロイトは典型的なポスト工業化の縮小都市である。縮小の背景、現状を調査する一方、
都市再生の状況を調べ、都市再生を促進する都市社会システム（ガバナンス）を明らかにした。
都市政府は十分には機能せず、機関（大学＋病院など）、企業、財団がネットワークを構築し、再生の局面で重要な役
割を果たしている。同時に、自生的な小規模企業が生まれ、デトロイトのランドスケープを変容させている状況を示す
ことができた。

研究成果の概要（英文）：Detroit is a typical shrinking city at the post-industrial age. The urban social s
ystems (governance) that are promorting urban regeneration could be pointed through studying the backgroun
d of shrinkage and the forms of today. 
In Detroit the city government has not worked well in the urban regeneration, and the networks among insti
tutions(universities, hospitals and so on), companies and foundations are working better and playing impor
tant roles there.
At the same time small-size companies are born and changing the landscape of Detroit. 
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１．研究開始当初の背景 
 世界の都市が縮小している。人口 10 万人
以上都市の 1/4 が人口を減らしている。特に、
先進諸国で、ポスト工業化都市の縮小が顕著
である。 
日本の場合、人口 10 万以上都市のほぼ過

半が縮小都市である。それ以下の人口規模の
都市では、さらに深刻であり、「限界都市化」
するところがでる。 
「縮小都市」が 21 世紀の基本的な都市類

型の１つになる。 
しかし、縮小都市研究は、まだ歴史が浅い。

ヨーロッパで活発に行われるようになった
が、日本では、ようやくはじまるところであ
る。 
東西ドイツの併合後、旧東ドイツ諸都市が

激しい人口の減少を経験し、総合的な縮小都
市政策の立案を迫られるようになった。それ
が政策研究の発端になっている。 
 
２．研究の目的 
 これまでの都市政策は都市の成長を前提
に編み出されてきた。あるいは、開発・拡張
のための都市研究であった。 
都市の縮小を前提に、政策立案をするため

にはパラダイムの転換が求められる。 
持続可能な縮小都市の「かたち」を示し、

それを達成する都市社会システムを明らか
にすることが本研究の目的であった。「かた
ち」は、単に建築的、可視的な都市空間を意
味しない。それを含めて人々の「働き方／暮
らし方」の総体である。 
どのような都市社会システムが形成され、

機能すると持続可能な縮小都市の「かたち」
を達成できるか、それを明らかにすることを
目指す。 

 
３．研究の方法 
 現地での聴き取り、及び文献研究。 
 デトロイトの事例研究をすることにした。 
 
＜その理由＞ 
１．自動車産業は裾野が広く、20 世紀の産業
社会で大きな影響力を発揮してきた。 
２．経済のグローバル化の中で、経済の世界
化を牽引した産業である。 
３．車に乗って生活が成立する郊外暮らし－
アメリカン・ウエイ・オブ・ライフを演出し
た産業都市であった。 
 以上の意味からデトロイトはしばしば、
「アメリカの首都」と呼ばれることもあった。 
その盛衰、特に縮小に注目して縮小都市の研
究とすることにした。 
 デトロイトは中西部にある「赤錆地帯の旧
産業都市」であった。デトロイトと同じ状況
下にあるクリーブランド、トレドなどの都市
事情を理解する上でもデトロイト研究は好
材料である、と判断した。 
 
＜研究班＞ 

都市の縮小は多様な時代事情を背景にお
きている。 
１．政治（東欧の政治体制の転換） 
２． 郊外化（車社会の進展、強い戸建て住宅 
の持ち家志向） 
３． 少子化（所得のアップ、子供教育投資、 
「結婚年齢のアップ⇒生活価値観の変容と
出生率） 
４．産業構造の転換⇒雇用危機の喪失（重厚
広大産業の転出、新しい都市型産業の創出過
程で雇用機会が失われる） 
 こうした多様な条件の変化を背景に、都市
の縮小がおきている。 
 したがって研究班は社会科学＋自然科学
系の研究者で構成し、学際的な問題意識と課
題解決のための学際的アプローチを重視す
ることにした。 
 
４．研究成果 
 デトロイトでは、都市政府が財政破綻した。
その際、ニュース報道は、「デトロイトの将
来、真っ暗！」というものが圧倒的に多かっ
た。 
しかし、現地調査では、そうした見方に与

しない話を聞き取り出来たし、多くの「都市
再生の胎動」を実際に観察することができた。
＜都市農業＞＜アート活動＞（ベンチャービ
ジネス＞＜ダウタウンの再活性化＞＜都心
帰りの傾向＞・・・である。 
それらの再生の動きが、如何なる都市社会

システによって支えられ、促進されているか
を明らかにした。 
すなわち、政府が機能しない環境下、機関

＋企業＋財団が都市社会システムを構築し、
機能している。 
一方、同じモーターシティのトリノでは、

対照的な都市社会システムが働いているの
ではないか、という知見を得、問題意識を発
展させることができた。 
また、若手研究者に、縮小都市研究に関す

る関心を持ってもらう、貴重な機会にするこ
とができた。 
加えて海外の縮小都市研究者と連携を組

む機会にでき、ミラノ工科大学院生（トリノ
vs.デトロイト研究）を招聘し、研究会を開
催できた。こうしたチャンスが 2014-206 年
度の科研申請に、問題意識を発展的に継承す
ることにつながった。 
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